
初秋号 ２００８．９

こんにちは 森想人です。私たちは住まいに関わる仕

事をしている４人の女性グループです。

環境や衣・食・住のことを母であり女性である立場か

らさまざまな活動や情報発信をしています。

このたよりを通じてみなさんといろいろ交信できたら

と考えています。また、みなさんからの質問や楽しい

お知らせもお待ちしています。４．６．８．１０．１

２．２の隔月におたよりする予定です。

豆知識

CO2削減 と言うけれど･･･その２

初夏号では

460本の杉の木のCO2吸収が、家庭1年分のCO2排出と

相殺になる。とお話しました。

コマーシャルでぶなの木での比較が出ています

が、意外なことに、広葉樹林より針葉樹林の方が二酸化

炭素吸収量が多いとされています

社団法人日本林業協会パンフレット「カギを握る森林の力」

主要樹種林分積表に基づき林野庁において試算

スギとブナとの比較では、スギはブナの1.9倍の二酸化

炭素量を吸収すると言われています。それは、スギなど

の針葉樹の方が、若齢期の成長速度が早く、総じて成長

力が旺盛であるという特性からです。

住宅の素材のお話

木のこと
木は針葉樹と広葉樹があります。

それぞれ使い道があるのです。

針葉をつける樹木。裸子植物

（マツ科）アカマツ

Pinus densiflora

日本各地の野山に普通に見られる樹木です。

乾燥に強く山の尾根によく生えます。

秋の味覚の松茸はこの根に寄生し生えますが、

最近は松食い虫の被害で枯れてしまっていま

この秋、水源の森の木を使った一戸建の新築、

自然素材を使ったマンションのフルリフォー

ムが始まります。
興味野あるかたはお問い合わせください。

第一弾は

10月11日、12日､13日の新築構造見学会です。
(小田原市）国産、無垢のヒノキ、杉材

で、土台、柱、梁で建築しています。

おおきな丸太の大黒柱を中心にらせん階段を予定し

ています。

最近、柱、梁が集成材で出来ているものが多いので

す、接着材を多量につかっています。細い木材を張

り合わせ、曲がり、反りを少なく出来るのが特徴で

す。しかしこれを廃棄すると、燃えるごみにはなら

ないのです。燃やすと緑色の炎が出て、高温になり

焼却炉が壊れてしまうそうです。

その他イベント情報
10月25日 ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ鎌倉本社 森の展示

10月26日 アロハスFES.（辻堂海浜公園）

11月1,2日 横浜ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ２１（日本大通）

11月11日 水源の森のめぐみワークショップ

（横浜山手西洋館 234番館）

11月29日 森林伐採・製材所見学会

森想人 代表 鈴木直子・小口もとこ・櫻井理恵子・鈴木智香子

（５０音順）

ヘッドオフィス 住工房 なお ㈱

TEL 0467-73-7033 

FAX 0467-73-7032
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